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２
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２
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火
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〜
３
月
１
１
日
（
日
）

越前古窯博物館　旧水野九右衛門家住宅

3 月 11 日（日）　

参加者が越前の土で虫やカエルなどの春に冬ごもりから顔を出す小動物を作ります。そののち 一週

間後の 啓蟄ノ会のインスタレーション参加 にてワークショップ完了と考えます。啓蟄ノ会、参 加の ご都

合悪い方は送付する事も可能です。（送付代別途）

『生え出る虫たちを越前の土で作るノ会』

『墨と花と音で織りなす啓蟄ノ会』

3 月４日（日） 『上田みゆきのギャラリートーク＋制作トホホ日記』

◎参加費 1000 円   土代＋焼成費（３月１１日の啓蟄ノ会の参加費込み）　

 ライブイベント

◎参加費 500 円  ( お茶 お菓子付き )　

〒916-0273 福井県丹生郡越前町小曽原 107－1－169 (TEL 0778-32-3262)

上田みゆきと岸本光越がライブで作り上げる啓蟄をイメージして創りあげる インスタレーション

に３月４日のワークショップの参加者によって作られた小動物を、自らの手で自由に配置していく

参加型のイベントです。

ワークショップ

いけばな   /  岸本光越  

音楽  /  サカイケイスケ ( シンセサイザー）   IKKI（パーカッション）

ふ
く
い
に
住
ん
で
腑
に
お
ち
た
！

ふくいの自然の中に住んで五年、やっと見えてきたぞナルホドね～。

節気毎にアラタメて感じた事柄を、絵で文字で音で表現していこう。

上田みゆきが伝統工芸に挑戦し制作していくなかでの一筋縄でいかない手強さトホホな思い、発見 。

展示作品と共に、伝統工芸従事者と語り合う場を作ります。伝統工芸って、こうだったのか～！！

　　○ＪＲ武生駅 より約３０分

　　　　福鉄バス（武生・越前海岸線）

　　　　「かれい崎行」「陶芸村口」下車／片道６４０円

墨のアーティスト上田みゆきによる、春夏秋冬年４回の企画を開催します。展覧会場は、越前古窯博物館

内の旧水野九右衛門家住宅です。二十四節気を喚起させる幻想的に変容された空間の中、サカイケイスケ

の環境音楽が流れます。

上田みゆきプロフィール / miyukiueda.com

墨のアーティスト。武生生まれ、京都育ち。８０年代の初めに、墨のイラストレーションというジャンルを確立させた第一人者。多くの雑誌や広告で活躍、コカコーラ、

JR、EPSON、サントリーなど有名クライアントに多数採用される。2014 年に生まれ故郷の越前市に帰郷。以後、日本の季節をモチーフに墨を使った絵画、立体を制作。

2015 年にパークホテル東京での年５回の「なごりとはしり展」を行い、主に福井県丹南地区の古民家や寺院にてライブパフォーマンスにて制作。現在は、丹南地区の和紙、

漆器、陶器の伝統工芸と関わりながら作品を制作中。県内、関東、関西のギャラリー、百貨店、公共施設等での展覧会やライブパフォーマンスを行なっている。

二十四節気をテーマに

二十四節気とは、暦とは別に季節を一年に24の節で区切った区分手法です。一般的に農暦と言われ、明治

以前の日本では二十四節気を取り込んだ太陰太陽暦が用いられました。福井に戻った私にとって、二十四

節気は実に身近に感じられ、更にその風土から生まれてくる伝統工芸は自然と切り離されることなく千数

百年以上脈々と続いている事に深い尊敬を寄せています。本展においては、伝統の縦糸と風土の横糸で織

りなした作品たちを、そのスムーズでない過程も含めて紹介していきたいと思います。 （上田みゆき）

◎ 午後３時～４時頃

◎参加費／　無料

◎ 開場時間内 随時

◎ 午後 1 時～３時半頃

3 月４日（日） 

○福鉄線神明駅 より約３０分

   福鉄バス（鯖浦線）

 「かれい崎行」「陶芸村口」下車／片道７１０円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

バス

高速道路

ナ
ル
ホ
ド
ね
〜
二
十
四
節
気
展

　　○武生インター（京都・名古屋方面）より約３０分

　　○鯖江インター（金沢方面）より約３０分

　　○敦賀インター（名神・舞若道）より３０５号線利用　約５０分

◎ 会場までの交通

◇Special thanks to  いけばな / 草月流 岸本光越
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